
高齢者施設の省エネルギー革命
～快適さ、経済性、そして環境への利益～

令和5年度 九州省エネセミナー 『省エネでコスト削減のはじめかた』

介護老人保健施設ヴィラかのや 副施設長 福田隆一



紹介
•当施設は１９９４年（平成６年）、１０月に鹿児島県
鹿屋市に設立され、社会医療法人恒心会 恒心会おぐ
ら病院に併設された介護老人保健施設である。

•介護老人保健施設は医療、リハビリ、ケアを多職種で
行う施設であり、在宅復帰を目的とした介護保険サー
ビスを提供する施設である。



背景 高齢者人口の推移

介護保険制度における要介護又は要支援の認定を受けた人（以下「要介護者
等」という。）は、令和2年度で668.9万人となっており、平成22年度
（490.7万人）から178.1万人増加している



出典:「高齢者向け住まいの今後の方向性と紹介事業者の役割」（厚生労働省）

各高齢者施設の件数は、ほぼすべての施設で右肩上がりの施設件数となっている
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介護には多くのエネルギーを消費する

人的エネルギー 設備消費エネルギー

処理・車両燃料などに使用するエネルギー

廃棄物

車両

１F 大浴室



介護施設のエネルギー消費量は、2010年から2019年
の間に約10%増加しています。（厚生労働省調査）

☆介護施設のエネルギー消費量の増加は、以下の要因が考え
られます。

•利用者の増加

•設備の老朽化

•省エネ設備の導入の遅れ

介護施設におけるエネルギー消費量の増加は、コストの増加
や環境への負荷の増加につながります。



介護老人保健施設ヴィラかのや
省エネ導入までの経緯

•設立から２０年経過（２０１５時点）

•空調・給湯・照明設備の経年劣化

•施設内環境の快適性の低下、運転・保守コストの増大

旧ボイラー 蛍光灯



旧設備

•給湯：A重油を使用 2基のボイラーによる給湯、施設
内浴槽（１F、２F、３F）洗面所とくに１F通所リハビ
リの大浴槽使用量が多い

•空調：ファンコイル式（冬季は温水ボイラー1基）暖房
使用、夏季は冷水チラーを稼働させ冷房用として使用

•照明：全施設、蛍光灯使用

チラー冷却塔



省エネの課題と目標

•施設利用者とその家族、職員にとって快適な施設内環
境の整備と維持

•空調および給湯設備の老朽化に伴う、早期回収の必要
性とエネルギーコスト削減

•施設を通常稼働させながら、短工期で行う大規模改修
工事



省エネ診断

•当施設のA重油、電気などのエネルギー量をJ(ジュー
ル)換算すると年間6,487,670MJ(メガジュール)となっ
た。（二次エネルギー換算）

•入所80名、通所40名、計120名定員とし一人あたりで
計算すると54,064MJ、他施設平均38,248MJと比較し
た場合、1.4倍の負担であった。

富士エネルギー（株）



省エネの提案

•老朽化したセントラル空調システムを個別空調システ
ムへ

•照明設備をLED化

•自然エネルギーとガスによる業務用給湯器を併用した、
給湯システムの設置

•スマートテクノロジーとして、小規模ビル向けビル管
理システム「METASYS インテリジェントターミナ
ルアドバンス」をEMSとして導入。エネルギーを見え
る化し、「平成27年度エネルギー使用合理化等事業者
支援補助金」を申請



全体の事業概要

導入前の全体像



導入後の全体像



コスト試算

種別 年間削減量 一次エネルギー
（MJ/年）

Co2排出量
（kgCo2/年）

光熱費
（千円/年）

電力 5,463 (kwh) 53,322 3,010 53

LPG 0 (m3) 0 0 0

A重油 21,433 (L) 838,034 58,076 2,188

冷水 0 (MJ) 0 0 0

温水 0 (MJ) 0 0 0

合計 891,356 61,086 2,241

空調熱源の更新
既存熱源（冷熱源：水冷チラー、温熱源：温水ヒーター）
⇒高効率型の空冷PACに更新

水冷チラー 空冷PAC



コスト試算
種別 年間削減量 一次エネルギー

（MJ/年）
Co2排出量
（kgCo2/年）

光熱費
（千円/年）

電力 －2,190 (kwh) －21,374 －1,207 －21

LPG －8,445 (m3) －854,558 －50,447 －2,364

A重油 51,767 (L) 2,024,090 140,269 5,286

冷水 ０ (MJ) ０ ０ ０

温水 ０ (MJ) ０ ０ ０

合計 1,148,157 88,615 2,901

A重油を燃料としたボイラーによる給湯設備⇒
太陽集熱パネル、高効率熱交換器、連結型ガス給湯設備更新

高効率熱交換器

真空ガラス管型太陽集熱パネルバックアップガス給湯

旧ボイラー（A重油）



コスト試算
種別 年間削減量 一次エネルギー

（MJ/年）
Co2排出量
（kgCo2/年）

光熱費
（千円/年）

電力 120,021 (kwh) 1,171,404 66,131 1,178

LPG ０ (m3)

A重油 ０ (L)

冷水 ０ (MJ)

温水 ０ (MJ)

合計 1,171,404 66,131 1,178

メンテナンスコスト削減

LED照明は従来の照明に
比べて光色が自然で、利
用者の目にも優しいとい
うメリットもあります。

蛍光灯
LED

照明：蛍光灯⇒LED



スマートテクノロジー（EMS)

デマンドコントローラー
室外機のコンプレッサー電力低減

PAC空調機稼働電力低減

セントラルステーション適温適所EZ

METASYS



省エネルギー改善項目一覧

エネルギー改善項目 エネルギー削減量
(MJ/年）

エネルギー削減率
（％）

削減金額
（千円/年）

【設備更新に係る効果】

空調システムの更新（全館PAC) 891,356 9.2 2,242

給湯システムにソーラー追加 1,148,157 11.8 2,900

LED照明更新 1,171,403 12.1 1,178

小計 3,210,916 33.0 6,320

【EMS設備に係る効果】

デマンド制御（PAC） 5,748 0.1 ５

設定温度緩和制御 48,905 0.5 49

厨房排気ファン制御 104,329 1.1 104

小計 158,982 1.6 158

全項目の合計 3,369,898 34.7 6,478

建物全体の年間消費量
（1次エネルギー換算）

9,714,206



エネルギー効率向上の成果
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省エネルギーの改善効果

（月別光熱費推移：単位円）

改善前H２５ 改善後H２８



21,872,671 

12,978,552 

8,894,119 

改善前H25 改善後H28 差

年間削減効果（単位：円）



結語

高齢者施設では介護に関わる人的エネルギー、設備
に要する多くのエネルギーを消費する。
高齢者施設のエネルギー管理は、介護施設の運営に
おいて重要な課題です。
今回、エネルギー管理を経営の一環として積極的に
取り組むことで、利用者の生活の快適性向上、労働
環境の改善、経済性の確保、経済的な利益の追求、
コスト削減、そして環境に優しい持続可能な運営を
実現できると考えています。




